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入
笠
山

 

［
南
信
署
］
入
笠
山
は
富
士
見
町
と
伊
那
市
に

跨
る
標
高
一
、九
五
五
㍍
の
山
で
、
南
ア
ル
プ

ス
の
一
部
で
す
。
南
ア
ル
プ
ス
と
は
い
っ
て

も
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
や
北
岳
な
ど
と
違
い
、
草
原

や
の
ど
か
な
放
牧
風
景
が
広
が
り
山
頂
近
く
ま

で
ゴ
ン
ド
ラ
が
延
び
て
お
り
、
子
ど
も
や
初
心

者
で
も
気
軽
に
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
な
ん
と
言
っ
て
も
、
山
頂
は
八
ヶ
岳
、

奥
秩
父
連
峰
、
富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス
、
中
央

ア
ル
プ
ス
、
北
ア
ル
プ
ス
と
日
本
の
屋
根
が
連

な
る
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

入
笠
山
は
、
高
山
植
物
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
花
の
種
類
が
多
く
、
四
季
折
々
の
花
々
が

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
春
の
訪

れ
は
遅
く
、
五
月
に
入
り
よ
う
や
く
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
が
顔
を
出
し
ま
す
。
六
月
、
雨
に
煙
る
湿
原

を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
咲
く
ス
ズ
ラ
ン
は

八
〇
万
株
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ズ

ラ
ン
と
い
う
と
普
段
目
に
す
る
も
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
原
産
の
ド
イ
ツ
ス
ズ
ラ
ン
で
す
が
、
入

笠
山
に
自
生
す
る
も
の
は
日
本
ス
ズ
ラ
ン
で
葉

の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
咲
く
小
さ
な
花
が
特
徴

で
す
。
日
本
固
有
の
ス
ズ
ラ
ン
の
群
生
は
珍
し

く
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
花
の
開
花
に
合

わ
せ
マ
イ
カ
ー
規
制
が
行
わ
れ
る
た
め
、
登
山

者
は
車
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
ゆ
っ
く
り
と
散

策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
季
節
に

は
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
ズ
ミ
な

ど
本
格
的
な
夏
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

七
月
・
八
月
上
旬
ま
で
は
ク
サ
レ
ダ
マ
、
オ
ミ

ナ
エ
シ
、
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
等
々

最
も
花
の
種
類
が
多
く
、
二
週
間
ご
と
に
咲
き

変
わ
っ
て
違
っ
た
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
の
訪
れ
も
早
く
八
月
下
旬
と
も
な
れ
ば
、
湿

原
に
風
が
立
ち
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
や
ノ
コ
ン
ギ

ク
が
花
の
季
節
の
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

　

入
笠
山
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
駅
か
ら
御
所
平
駐
車

場
あ
た
り
ま
で
の
一
帯
に
林
間
、
湿
原
、
草
原

が
存
在
す
る
た
め
に
植
物
の
種
類
が
非
常
に
豊

富
な
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
真
夏

の
太
陽
の
下
で
咲
き
誇
る
花
も
、
霧
や
雨
の
中

に
幻
想
的
に
浮
か
ぶ
花
も
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ

で
魅
了
し
ま
す
。

　

冬
の
季
節
、
夏
の
花
の
美
し
さ
か
ら
神
秘
的

な
雪
山
へ
と
姿
を
変
え
ま
す
。
現
在
、
密
か
な

ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
「
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
」。
今
ま
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
し
か
行

け
な
か
っ
た
場
所
へ
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
冬
の
山
へ
出
か
け

る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
入
笠
山
は
、

ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
す
れ
ば
往
復
三
時
間
ほ
ど
で

雪
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
頂
か
ら

の
景
色
も
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気
の
中
、
山
々
の

白
い
稜
線
が
神
秘
的
な
輝
き
を
見
せ
ま
す
。

◆ 

ア
ク
セ
ス

　
《
所
在
地
》
長
野
県  

諏
訪
郡
富
士
見
町

　
　
　
　
　
　
　
　

 

伊
那
市

○ 

車
で
お
越
し
の
場
合
（
マ
イ
カ
ー
規
制
あ

り
）

　
 

中
央
道
諏
訪
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ

リ
ゾ
ー
ト
ま
で
約
七
分

　

 

富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
ゴ
ン
ド
ラ

利
用
で
約
十
分

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
富
士
見
駅
で
下
車
し
、
タ
ク

シ
ー
で
約
二
十
分

　

 

な
お
、
マ
イ
カ
ー
規
制
中
は
富
士
見
駅

か
ら
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
行
き

の
無
料
バ
ス
が
運
行
。

入笠山山頂

入笠湿原

上：スズラン
下：ヤナギラン

見晴台から八ヶ岳を望む　


